～AEENでは「特別支援に生かす英語活動」の研究にも取り組んでいます。～
これまでの歩み
・平成18年度・・佐藤直子教諭が「特別支援学級における英語活動の実践」で「下中賞」を受賞しました。
・平成20年度・・SASTEC（札幌市小学校英語研究会）において、久保稔教諭が、研究発表を行いました。

・平成21年度より「特別なニーズを持つ児童生徒への英語活動」の研究をされている愛媛大学の中山晃准教授との交流が始まりました。
・平成22年度には、愛媛大学・中山晃准教授のパナソニック財団・先導的実践研究助成が決定し、これから発表するAEENのメンバー4人は、本研究の実践部分を担っています。
＊研究のテーマは「特別支援教育での外国語活動におけるICTの活用促進を目指した参加型校内研修の企画・運営ガイドの開発」です。→詳しくは，AEENのホームページで。
ワークショップ１　D会場　プログラム

1 中富良野町立中富良野小学校　久保　稔　・・・・・・・・・・・・９；５０～１０；０５
特別支援の児童の特性をどうとらえればよいのでしょうか。その特性に基づいた効果的な活動（activity）とはどのようなものでしょうか。ICTの効果的な使い方とは？指導案や実践のビデオを見ながら、楽しく学びましょう。

2 旭川市立愛宕小学校　塚田　初美　・・・・・・・・・・・・・・・・・１０：０５～１０；１８
英語活動にソーシャルスキルトレーニングを取り入れた2つのアクティビティを紹介します。
楽しいアクティビティを体験してみましょう。

・　SOMETHING IS FALLING DOWNゲーム・・・・・コミュニケーションスキル・自己認知スキル

・　感情ぴったんこゲーム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・コミュニケーションスキル・情緒の解放
3 旭川市立向陵小学校　松田　泰生　・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０；１８～１０；３１
「英語の授業もユニバーサルデザインに」の考えをもとに実践しています。パソコンやデジタル教材を使うことで英語に対する興味を喚起することができました。英語を小集団活動に取り入れてみると・・意外な効果がありました。その効果とは？

4 旭川市立永山南小学校　中川　麻衣子　・・・・・・・・・・・・・・・１０；３１～１０；４５
子どもたちの「好き」を学習のトピックとしてとりあげると、少しずつけんかが少なくなりました。また、英語で言えないときに「らくらくペン」（成美堂）を使うのも効果的でした。らくらくペンって？
ここで紹介するいくつかのアクティビティは、通常の学級にも効果的に取り入れることができます。
時間は、めやすです。
